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Reports on Investigative Tours for Students from Abroad 
Yoshifumi HYAKUTAKE, Takao BANDO, Hideya MATSUKAWA, Tetsuya CHIDORI, 
Takahiro MATSUMOTO, Oai TOMIYAMA and Kumiko YASUKUNI 
Investigat?e tours for students from abroad in Osaka University were held 00 August 7, 8 and November 29 in 2008. For the 
first one, there were 25 participants including 5 tutor5, 2 5taff members and 2 faculty members, and they v?ited Tokushima 
Prefecture to enjoy the eddying current of Naruto, Awa Odori and 50 00. For the second tour, 43 participants including 5 
tu師団， 4 5taff members and 2 faculty members e町oyeda day trip around Koka Ninjya Vi1lage and Shigaraki Ceramic Village 
in Shiga Prefecture. The purpose of these tours was to offer students from abroad in Osaka U即時rsity several opportuniti田
to enjoy Japanese 印jtu田 and landscape. In this 町ticle， we repoロ details of two investigative tours which were completed 
with great success 
1 .はじめに
平成20年度に大阪大学大学教育実践センターの主催に








































































































































































































































































































































































































































































































































































いてみると， 1 回目の 8 月は多くの留学生はすでに出身
国に帰ってしまっているとのことであった。これは授業
期間の区切りの時期の開催であったが，今後もこの時期
に開催するのであれば，充分な周知活動を行い，帰医i前
に参加するよう広く呼びかける必要があると考えられ
る。 2 回目の11月は開催決定から当日までの準備期間が
1 ヶ月程度しかなく，周知に関してはかなり難しい面が
あった。今後も定期的なイベントとして行うのであれば，
入学時にイベントの存在を周知することは重要であると
感じた。
また，今回は特に問題にならなかったが，海外からの
留学生は，宗教上の理由などにより食事の内容が限られ
る場合があり，事前の調査の必要性が感じられた。今回
は食物アレ Jレギーを持つ参加者がいたことから，この調
査は別の面からも重要と思われる。
見学を行った場所は，どこもめずらしく，また楽しい
場所であった。充分に日本の歴史や文化に触れることが
出来たと考えられた。さらに有意義なものにするために
は，見学場所についての詳しい解説を事前に提供できれ
ば，知識として有益なものになるように思えた。作成の
手聞が大変ではあるが，充分な準備が必要と思われる。
特に 8 月は一泊旅行であったが，ホテルでの夕食後の
懇談の持聞に，チューターの学生が「けん玉」を披露し
てくれ，大変に盛り上がった。この時間は見学旅行の中
でも重要な位置を占めるため，今後の旅行開催では特に
入念・綿密な準備計蘭が必婆と考えられる。
留学生にとって，大阪大学に入学して問もない時期に，
このような行事を行うことは，大変意義のあることと感
じられた。最後に，今回の旅行にご協力いただいた，教
員・事務部の方々，チューター，旅行会社・乗務員の
方々に厚〈御礼申し上げ，総括の締めくくりとする次第
である。
(ひゃくたけ よしふみ 大学教育実践センターー助教)
(ばんどう たかお 大学教育実践センター准教授)
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(とみやま だい 大学教育実践センター・教務係)
(やすくに くみこ 大学教育実践センター・教務係)
